
都筑リビングラボ
例え困難を抱えていても誰もがいきいきと学び働ける枠組みづくり



・ICTを活用したコミュ
ニティ情報の集約(横の連携) 

・誰でも参加できる対話
の場づくり 
(都筑リビングラボそのものが居場所)

①コミュニティ連携



②東京都市大学情報デザイン研究室との連携

RaspberryPi Arduinoなどを活用し
たIoT 電子工作

3Dプリンターを使ったモノづくり

生きづらさサポートツールの開発 

協働による学び&プロダクトデザイン 
情報デザイン・コミュニティデザイン
のノウハウ



障がい者就労の現状
決して努力に見合うとは言えない対価



精神障がいを抱えて働くことの難しさ
社会の包容力や理解の乏しさ



③対話による働き方カスタマイズ

対話によって秘めたる可能性
を活かす働きを共創

SDGsの努力目標

アプリなどICTの活用



都筑リビングラボ
多様な主体がフラットな関係性で議論できる、この対話の場こそアクティブ
ラーニングの絶好の機会


